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                             (Director : T. Inada) 
 Chlordiazepoxide (Balance) was administeredto 32 urological patients with such psychoneu-
rotic complaints as nervous pollakisuria, irritable bladder, anxiety, fear, mental tension, 
restlessness, leeplessness and so forth. It gave a excellent result in the majority of the 
cases treated, particularly when used in combination with adequate minor psychotherapy. 
   No serious ide effects were encountered.
1緒 言
Chlordiazapoxideは精神 緊張,不安感,焦 躁
感,苦 悩感,抑 欝気分 な どの諸症状 などに対 し
て鎮静 及び 緩和作用 を示す 所謂minortran-
quilizerに属 し,既 に広 く各科領域 に於 て神経
症やPSD(精 神身体症)の治療 の補助薬 として
使用 され,優 れた効果 を有す る事 が認 め られて
いる.泌 尿器科領域 に於 ては神経性頻尿,膀 胱
神経症,膀 胱 三角部 異常症,慢 性膀胱 炎,尿 道
神経症,慢 性尿道炎,慢 性前立腺 炎,性 的神経
症,夜 尿症等その愁 訴の根底 に心理 的要素 の濃
厚 なる疾患を対 象 として使用 され,認 むべ き効
果 のある事が報告 されてい る.
今回,我 々も山之内製 薬 よりBalance(Ch-
10rdiazepoxide)の提供 を うけ,之 を 日常 の泌
尿 器 科 臨 床 に 於 て 使 用 す る 機 会 を 得 た の で,こ











用をもち,静 穏乃至鎮静作用,馴 化作用,筋 弛緩作
用,抗痙攣作用などを有するが,自 律神経遮断作用お
よび催眠作用を殆んど示さない.本 剤は,緒 言で触れ

























































鏡 検 査 で異 変 な し
尿:蛋 白(÷),赤
(÷),白(+),膀 胱
鏡 検 査 で異 変 な し
尿:蛋 白(一),赤
(一),1臼(一),尿道
膀胱 撮 影 で 異 変 な し





































1日～磯 脚 講 鰍 一
































慢 性 膀 胱 炎
























三 角 部 異 常症 あ り
尿:蛋 白(一),赤
(一),白(一),膀 胱鏡 検 査














































































持続 性 高血 圧 あ り,
200～210/lOO～110









































2～3日 後 よ り不
安,恐怖殆んど消失
す









前立腺肥大症 術前,手 術に対する不安,恐 怖つよし
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試験 開 腹 術 後4～5残 余 窒 素1
左 単 腎 日後,食 慾 不振,嘔84・8mg/dh
気 ク レアチ ニ ン2.80mg/dI
殆んど不変,4～ 引1日30mg日 後 よ り漸 次快 方 に 一 一








皿 使 用 成 績
1.対 象症例
第1表 に 示す如 く膀胱神経症7例,神 経性頻尿5
例,非淋菌性尿道炎2例,慢 性膀胱炎1例,尿 道神経
症1例,不 眠6例,原 疾患に対する不安 ・恐怖4例,
術前の不安2例,検 査に対する恐怖 ・不安1例,術 後
心気症1例,悪 性腫瘍末期の苦痛 ユ例,術後急性腎不






では1日景8mgを3回 に分服せ しめた.2～3の 症





























症例第15例は,多 発性 膀胱腫瘍に対 し経尿道的電
気焼灼術を数回繰返したため膀胱炎の持続し ている



















































製薬)が スイスRoche社で合成 され て以来,そ
の抗不安緊張作用,情 動調整作用,抗 痙攣作用
な どの故 に極 めて優秀 な薬物 として評価 され各
科 領域 に於 て用い られて来た.泌 尿器科 領域 に
於 て も清水他,菅 原他,南 他,久 住他,森 他,
新谷 他,名 和 田他 によつ て神経性頻尿,膀 胱神
経 症,刺 戟膀胱,膀 胱 三角部異常症,慢 性乃至
急性 膀胱 炎,慢 性尿道炎(淋 疾恐怖),尿 道神
経 症,性 的神経症,夜 尿症,慢 性前 立腺 炎,睾
丸過敏 症,前 立腺症等 に用 い られそ の使用成績
が報告 され ている.そ れ らを総括す ると第2表
の通 りで ある,こ の表 の中,夜 尿症お よび神経
性頻尿 の症例 には,堀 田他,釜 江他 泉他,鐘
ケ江他,山 本他,大 西他,西 村他,飯 塚他の小
児科領域 に於け る使用経験例 をも含 めた.表 に
示す如 くBalance使用症例 における 著効例 と
有 効例の合計は,各 種疾患 において概略70%前
後 か ら85%前後を示 してお り,こ の点か ら判断
してBalanceは可成 り優秀 な 薬剤 である と結
論 しうる.勿 論Balanceの使用に あつたては,
夫々 適当 なるminorpsychotherapy,更には
疾 患 に よつて抗生物質,サ ルファ剤等 の併用 が
行 われて いる点 も考慮 しなけれぱ な らない.
さて,こ こで我 々のBalance使用成績 にお
け る著 効例 と有効例 の合計 を総括 してみ ると,
膀胱 神経症 では7例 中6例 で86%,神経性頻尿
では5例 中5例 で100%,非 淋菌性尿道 炎は2
例中2例 で100%,慢 性膀胱 炎では1例 中0で
0%,尿 道神経症 は1例 中1例 で!00%,不 眠
は6例 中5例 で83%,原疾 患に対 す る恐怖 ・不
ユ72 稲 田 他一Chlordiazepoxide(Balance)の泌 尿 器 科 臨 床 に お け る使 用経 験
第2表 既 報 のBalance使用 成 績 の総 括(自 験 例 は含 まず)
疾 患
神 経 性 頻 尿








































尿 道 神 経 症
性 的 神 経 症
夜 尿 症
慢 性 前 立 腺 炎
睾 丸 過 敏 症













































安は4例 中3例 で75%,術前不安は2例 中2例
で100%,泌尿器科的検査に対する恐怖 ・不安


















疾患,手 術,泌 尿器科的 検査などに 対 して不






























で あ り(自験第32例),この点 もよ く注意 して,
彼 らの愁 訴を一 がいに神経 性の ものと軽視 し,
必要 な診察や検査 を怠 る様 な ことが あつ ては な
らない.
V結 語
日常 の泌尿 器科 臨床 に於 て経験 した膀胱神経
症7例,神 経 性 頻尿5例,非 細菌性 尿道炎2
例,慢 性膀胱炎1例,尿 道 神経 症1例,不 眠6
例,原 疾患 に対す る不安 ・恐怖4例,術 前 の不
安2例,検 査 に対 する恐怖 ・不安1例,術 後心
気症1例,悪 性腫瘍末期 の苦 痛1例,術 後急性腎
不 全の嘔気 食欲不振1例 の総計32例にChlor-
diazepoxide(Balance)を使用 した結果,膀 胱
神経症,神 経性頻尿 などを始め とし て 特 に 不
安,緊 張,焦 躁 感な どの精神症状 を基 調する症
例 に於 て優 れた効果の ある事を認めた.
しか し乍 ら,Balance投与の適応 とな るべ き
疾 患は,神 経症乃至 はPSD(精 神身体症)に属
する ものであ るか ら,之 らの治療 にあたつ ては
常 に 心理療 法の 重要 性を 閑却 すべ きでな く,
Balanceの投与 も原則 として心理療法 に対 して
副次的 に行 うべ きであ り,又 そうす る事に よつ
て最 も優れ た効果 を発揮す るもの であると考え
る.
Balance投与 に よる副作用 と しては,2例 に
於 て軽度の睡気が認め られたのみであつた.
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